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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 1日 羽田～香港線就航！

 10日 ANAが全面協力の東宝映画『ハッピーフライト』撮影開始

羽田からの国際線3路線目（ソウ
ル・上海に続く）として就航開始。

 1日 ㈱オールエクスプレスを設立
日本通運㈱、㈱近鉄エクスプレス等と合弁で、国際物流にお
ける高機能なサービスを実現する国際エクスプレス事業会
社『㈱オールエクスプレス』を設立。 詳細は14ページ参照

 1日 トルコ航空とコードシェア開始
成田～イスタンブール線（週4便）、関西～イスタンブール線
（週2便）でコードシェアを実施し、マイレージでの提携も同
時に開始。なお、トルコ航空は同日よりスターアライアンスに
正式加盟。

従来の航空業界を描いた映画とは一味違った『ハッピーフラ
イト』（矢口史靖監督）の撮影が
開始。撮影には、実際の運航に
使用しているボーイング747-400
型機を使用。より臨場感ある作
品となる予定。本年11月15日
（土）全国ロードショー。

26日 羽田～三宅島線再開！
2000年の三宅島火山噴火による運
休から８年ぶりに羽田～三宅島線が毎
日1往復で運航を
再開。

 22日 『富士山静岡空港』における運航計画を発表
沖縄線、札幌線に1日各１往復で2009年3月開港の予定。
運航ダイヤ（予定）
■沖縄線
静岡 12：00発 → 沖縄（那覇） 14：30着
沖縄（那覇） 15：00発 → 静岡 17：00着
■札幌線
静岡 17：30発 → 札幌（千歳） 19：10着
札幌（千歳） 9：40発 → 静岡 11：30着

 22日 中期環境経営計画
  「ANAエコロジープラン 2008～2011」を策定

世界の航空業界で初めてCO2総排出量目標を設定。また、
6月1日～7月10日まで環境フライトを実施。期間中、作家
Ｃ．Ｗ．ニコル氏出演の「空からのメッセージ」を機内にて放映
するほか、ロゴマークを特別塗装した国内線ボーイング
777-200、-300型機合計20機を運航。

4月

5月

快適性重視の客室空間や環境にも配慮

MRJ※2の導入を決定
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次世代
リージョナルジェット※1
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発行：東洋経済新報社
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（イメージ図）

2013年以降導入予定

2007

 4月 13日 ・ＡＮＡグループホテル 関連子会社14社の全株式等の
    譲渡を決定（6/1実施）

 5月 ３０日 ・アシアナ航空との戦略的提携に合意   

 6月 1日 ・スターフライヤーとの国内線コードシェアを開始
  １７日 ・第21回ＡＮＡ大連国際マラソン開催
  25日 ・第62回定時株主総会開催
 7月 25日 ・20周年特別塗装機
    『FLY！パンダ』
    成田～北京線初就航

 9月 １日 ・成田～ムンバイ線を
    ｢ＡＮＡ BusinessJet｣で開設
   ・スカイネットアジア航空と東京
    ～鹿児島線でコードシェア開始
   ・シンガポール航空とのコードシェア拡大
  4日 ・国内線新搭乗スタイル
    “スキップサービス”開始
  １７日 ・｢感動案内人プラン｣が“ツアー
    オブザイヤー2007”国内旅行
    部門グランプリを受賞  
  ２９日 ・羽田～上海（虹橋）線就航

 12月 ６日 ・JR東日本と営業面での
    包括提携に合意    
  １８日 ・「国際エクスプレス事業会社
    設立」に基本合意    
  ２７日 ・第5回｢私の青空｣国際環境絵本コンクール大賞作品決定
2008

 1月 ８日 ・国内線時刻表を完全リニューアル  
  ２３日 ・｢ANAグループ航空輸送事業計画｣を策定  
  ３１日 ・｢ANAグループ2008～11年度中期経営戦略｣を発表

 2月 20日 ・プロゴルファー石川遼選手とスポンサー契約  
  ２８日 ・個人向け無担保社債発行
    （発行総額300億円）
  ２９日 ・エアバスA321型機が退役

 3月 25日 ・ANA総合研究所「航空産業入門
    （オープンスカイ政策からマイレージ
    の仕組みまで）」を初出版
  27日 ・次世代のリージョナルジェット機
    『MRJ』の導入を決定！

代表取締役社長

ごあいさつ

　株主の皆様におかれましては、益 ご々清祥のことと
お慶び申し上げます。
　当社第58期報告書“ANA VISION”をお届けするに
あたり、ここに謹んでご挨拶申し上げます。
　当期においては、燃油価格の更なる高騰など厳しい
経営環境が続きましたが、国内線旅客、国際線旅客、
貨物郵便の3事業とも増収となり、当初計画を上回る
営業利益を計上することができました。2006年3月の
公募増資、2007年6月のホテル事業資産の譲渡等を
通じて着実に財務基盤を改善させ、経営資源を航空
運送事業に集中させることにより、いかなる環境に
おいても安定的に利益を生み出せる企業体質への
改革が進んだ成果でもあると考えております。
　来月7日～9日に、北海道洞爺湖サミットが開催され
ます。地球環境が主要議題の一つになると聞いて
いますが、弊社では中期環境経営計画「ANA
グループエコロジープラン2008～2011」を策定しました。
燃料消費効率の高い新型機への積極的な更新な
どにより、現在490万トンである国内線における排出
CO2の絶対量を、計画期間において年平均470万トン
以内に削減する計画です。
　安全運航を堅持し、常に挑戦し続けて、企業と
しての社会的責任を果たしていく決意ですので、
株主の皆様におかれましては変わらぬご愛顧を
賜りますようお願い申し上げます。

2008年6月

三菱重工業㈱が開発を決定した次世代のリージョナルジェット機
「MRJ」の導入を決定しました※3。
ANAはローンチカスタマー（初めての発注会社）として合計25機
（うち10機オプション）発注、今後のMRJ開発計画にも積極的に参画
し、お客様のニーズを新しい航空機に反映させてまいります。 
同機はリージョナル機としてはじめて主翼・尾翼に複合材を本格採
用。最新技術を駆使した新型エンジンや最先端の空力設計により、
燃料消費量を現行機材に比べ約40％改善します。
MRJ導入による増収やコスト削減により、年間約50億円の収支改善
の効果を見込んでいます。
また、最新技術を導入したエンジンにより、環境負荷が著しく軽減さ
れます。

株主の皆様へ
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MRJの主な特徴

●機体素材
機体全体のおよそ3割の部
品を炭素繊維複合材で構成
し軽量化を実現

●機体形状
主翼やフラップ等の形状を研
究し、風切り音を減らすなど、
低騒音化を実現

●エンジン
同サイズ他社小型ジェット
機よりも3割の低燃費と
低騒音を実現

●スリムシート
快適な座り心地と広 と々した足
元まわりを確保する新構造の
シートを採用

●コックピット
4つの大型液晶ディス
プレイがパイロットの飛
行状況認識を容易にし、
安全性を向上

■全長 35.8m ■全幅 30.9m
■全高 10m ■座席数 90～100席

2008年4月～2008年5月

※1  リージョナルは「地域」の意味で、主に国内線など近距離を結ぶ小型ジェット旅客機
※2  三菱リージョナルジェット（Mitsubishi Regional Jet）の略
　　 YS-11型機以来40年ぶりに日本が独自開発する旅客機
※3  本年4月4日、新会社「三菱航空機株式会社」が事業会社として発足している




